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研究成果の概要（和文）： 
 国内外の大学キャンパス等の広場における若年層の滞留行為に着目したコミュニケーション

の実態を把握することにより、日本の大学キャンパス等の広場における滞留行為の特徴を明ら

かにすることを目的としている。国内外の調査で得られた知見にもとづく実証実験を行い、滞

留の発生しやすい広場と発生しにくい広場のタイプ別に、着座装置の増設により滞留に変化の

おきる様子の予測とその検証を行い、滞留の発生には植栽、飲食店、動線付近への着座装置の

配置が有効であること等を明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The objects of this study are to grasp the reality of the communication through younger age group's 
stationary act in a domestic and abroad square and to clarify the feature of the stationary act in the 
square on Japanese university campuses. A demonstration experiment was performed based on the 
knowledge of a domestic and abroad investigation. The simulation and investigation were also 
performed in the situation of changing aspects by stationary situation increasing the sitting spaces. 
This study clarified that arranging of the plantings, restaurant and seats nearby the line of flow are 
effective for occurrence of stationary people. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 交流の機会を促す舞台としてのオープン

スペース、施設内の交流スペースが十分機能

しているとはいえない。 

(2) 情報通信環境などの変化に注目し、若年

層のコミュニケーションをターゲットにオ

ープンスペースの構成を論ずるものはない。 
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２．研究の目的 
海外の広場における若年層の滞留行為に

着目したコミュニケーションの実態を把握

することにより、日本の滞留行為の特徴を明

らかにすることを目的とする。 

得られた成果を用いて、コミュニケーショ

ンの舞台としてのオープンスペースの構成

手法の開発を試みる。 

 
 
３．研究の方法 
 
2007年度は、インドネシア２カ所、韓国３

カ所における若年層を取り巻く交流・滞留環
境に関する調査を実施した。広場の選定にあ
たっては、研究協力者への事前ヒアリングお
よび学生等への事前ヒアリングを行った。得
られたサンプル・データ（インドネシア 980
人、韓国 1,910人）から、滞留者に関する情
報を入力し、滞留者については、属性やその
姿勢、行為等を記録し、滞留と歩行者の関係、
滞留と空間構成の関係について考察を行っ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図･写真 韓国ハニャン大学広場 

 
2008年度は、米国ユタ州ソルトレイクシテ

ィ２カ所（781人）における若年層を取り巻
く交流・滞留環境に関する同様の調査を行っ
た。また、福岡における３か所（1,043 人）
の調査結果を整理した。 

 
 
 
 
 
 
 

写真 ユタ大学広場 
 

2009年度は、進行中のプロジェクトである
九州大学伊都キャンパスにおけるキャンパ
スモールを対象として、得られた知見にもと
づく実証実験を行った。進行中のプロジェク
トである九州大学伊都キャンパスにおける
キャンパスモールを対象として、得られた知
見にもとづく実証実験を行った。その手順は、
以下の通りである。 
(1)方針の仮定 
(2)関係者へのヒアリング 
(3)着座配置に関する構成モデル式の構築 
(4)構成案の作成、代替案の検討 
(5) 交流空間仮設実験 
(6) 利用者の実態調査 
(7)調査結果の分析と考察 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 九州大学における仮設実験 
 
 
 
 
 
 
 
図 飲食店からの距離と着座滞留者数 

 
図 伊都キャンパス飲食店からの距離と着座滞留者数 

 
着座滞留者数＝0.123-0.034×屋根-0.034×
柱+0.017×壁 -0.003×飲食店 1+0.001×飲
食店 2-0.001×施設+0.153×植栽+0.714×着
座装置+0.963×着座装置単体+0.049×段差
-0.046×掲示物-0.038×動線 
 
４．研究成果 
 
インドネシア・マカサル２か所、韓国・ソ

ウル３か所、米国・ソルトレイクシティ２か
所の調査、および福岡３か所の調査から得ら
れたデータを使用して、滞留の発生しやすい
広場と発生しにくい広場のタイプ別に、着座
装置の増設によって滞留に変化のおきる様
子の予測とその検証を行った。主な結論は以
下の通りである。 
 
(1) インドネシア、韓国、米国、日本のいず
れも「会話」が多い。日本と韓国では、「会
話」についで「喫煙」が多く、インドネシア
では「会話」に次いで「何もしない」「何か
を読む」が、米国では「会話」に次いで「飲



 

 

食」が多い。 
 
(2) 滞留者を目的変数とする着座配置空間
に関する重回帰式による空間構成モデルを
構築し、着座滞留分布の傾向を把握した。 
 
(3) 滞留の発生には、植栽、飲食店、動線付
近への着座装置の配置が有効である。 
 
(4) 着座装置を植栽のそばに配置すると、着
座滞留が起きやすく、飲食店からの距離が近
いとさらに多くの着座滞留が起きる。 
 
(5) 着座装置を増設することにより滞留者
が増加する広場と、変化のない広場があるが、
変化のない広場でも、着座滞留者は仮設した
テーブル付き着座装置へと移動し、平均滞留
時間が増加しているため、滞留のアクティビ
ティに影響を及ぼしている。 
 
(6) 着座装置配置の際は、メインとなり得る
歩行者動線に沿って配置すること、また建物
入り口付近には「立つ」滞留者が多く存在す
るため、入り口からの動線を乱さない事に配
慮しつつ、着座装置を配置する必要性がある。 
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